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次
回
２５
日
は
「あ
こ
う
新
聞
」

で
す
。

「
は
り
ま
山
城
新
聞

城
山
城
⑤
」
は
２７
日
に
掲
載
し

ま
す

古代と中世の

退治の記録
艶
破

赤松満祐の念持仏と

伝わる仏像 (たつの
。興聖寺動

割
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
世
の
城
刊
理
燎

築
城
の
過
移

鰈

襲

鰭
衛

諄

２
年
に
築
以
を
始
め
さ
せ
、
父
義
則

の
時
代
も
含
め
て
約
４０
年
間
工
事
を

継
続
し
た
。
本
格
的
な
防
御
施
設
も

施
さ
れ
て
い
る
。

山
頂
か

り́
四
へ
斜
画
を
卜
る
と
、

右
手
に
深
い
谷
が
泉
え
る
。
付
近
に

複
数
あ
る
堀
切
の
う
ち
最
大
の
も
の

だ
。
大
き
な
岩
盤
を
砕
い
て
掘
ら
れ
、

敵
の
侵
入
を
防
ぐ
。

山
頂
の
北
側
に
は
、
赤
松
時
代
に

造
ら
れ
た
横
堀
や
、
古
代
に
積
ま
れ

た
石
垣
な
ど
、
防
御
施
設
が
集
中
し

て
い
る
。
一
帯
は
勾
配
が
緩
や
か
で
、

最
大
の
弱
点
と
い
え
る
。
満
祐
ら
を

滅
ぼ
し
た
山
名
持
豊

含
変
こ

の
軍

勢
も
、
そ
こ
か
ら
攻
め
込
ん
だ
と
み

ら
れ
る
。

盗
賊
が
住
み
着
い
た
時
期
も

古
代
の
山
昴
孫
笏
轡
り
笙
獲
え
、
赤
松
一

氏
が
新
た
に
城
を
築
く
ま
で
の
空
白
期

間
、

一
帯
に
は
山

量

讀

緊

彗

備

さ
れ

た
ほ
か
、
盗
賊
が
住
み
着
い
た
時
期
も

あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

‐４
世
紀
に
成
立
し
た
播
磨
の
地
誌

「肇
柳
語
」
は
、
天
徳
年
間

（９
５
７

～
６‐
年
）
に
盗
賊
が
城
を
構
え
、
都

ヘ

の
貢
ぎ
物
を
奪

っ
て
い
た
が
、
退
治
さ

れ
た
と
記
す
。

江
戸
時
代

の
地
誌

「椰
唐
鐵

」
に

よ
る
と
、
城
山
の
盗
賊
の
討
伐
軍
が
組

期

る

織
さ
れ
、
印
南
郡
的
形

（現
姫
路
市
的

形
町
）
で
訓
練
を
し
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
９
５
９

（天
徳
３
）
年
、
城

山
の
盗
賊
が
田
原
文
修
将
軍

に
退
治
さ

れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
捕
ら
え
ら
れ

た
盗
賊
は
揖
東
郡
逢
野
（現
同
市
担

じ

で
都
か
ら
の
使
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
と

の
記
述
も
あ
る
。

盗
賊
が
ど
こ
に
拠
点
を
構
え
た
か
な

ど
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
だ
が
、
城
山

城
の
長
い
歴
史
の
中
で
そ
の
存
在
は
異

彩
を
放

っ
て
い
る
。

大きな礎石が
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た、赤松氏が拠点とした中世の城と、 7
世紀後半に築かれた古代の城が同じ場所

にある貴重な遺構でもある。その特徴や

見どころをたつの市教育委員会歴史文化

財課専門員の義艶敏彦さん (60)の案内で

2回に分けて紹介する。初回は中世の城
跡を中心に見ていく。

(記事 。田中伸明、写真 。大山伸一郎 )

城
山
城

●

2021年鈴痢3年)11月 20日 土曜日

とのでの健雌6
たつの市北部にある磯凸城跡は、業

書の乱 (1441年)で将軍足利義教を暗殺
した赤松島者が幕府軍に追い詰められ

自害した歴史の舞台として知られる。ま

０
示
松
満
祐
ら
を
供
養
し
た

と
伝
わ
る
三
基
墓
。
辺
り
は

薄
暗
く
、
独
特
の
雰
囲
気
だ

０
中
世
の
城
山
城
で
最

大
の
堀
切
。岩
盤
を
砕

い
て
掘
ら
れ
て
い
る

城
山
城

へ
の
ル
ー
ト
は
さ
ま
ざ
ま

あ
る
が
、
今
回
は
義
則
さ
ん
の
先
導

で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
道
（地

図
の
点
線
）
を
登

っ
た
。　
一
般
向
け

に
は
下
野
田
登
山
道
が
お
薦
め
と
い

う
が
、
そ
れ
で
も
傾
斜
は
き

つ
い
。

城
山
城
が
格
好
の
要
害
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

目
印
が
少
な

い
道
を
よ
じ
登
り
、

や

っ
と
の
思
い
で
尾
根
道

へ
。
十
数

分
歩
く
と
急
に
視
界
が
開
け
る
。
西

播
磨
県
民
局
が
進
め
る

「山
城
復
活

プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
」
の

一
環
で
整
備
さ

れ
た
展
望
台
だ
。　
一
部
の
本
々
が
伐

採
さ
れ
、
眺
望
が
素
晴
ら
し
い
。

一
息
入
れ
、
尾
根
道
を
さ
ら
に
進

む
と
、
立
派
な

ス
ギ
が
増
え
急
に
薄

暗
く
な
る
。
周
辺
に
は
平
地
が
広
が

り
、
大
き
く
平
ら
な
石
が
見
え
る
。

里
岸

の

蹴
■

者

こ

り
れ
て
い
ま
ご

と
義
則
さ
ん
が
説
明
す
る
。
１
辺
が

約
９
研
と
約
１２

・
７
研
あ
る
お
堂
が

立

っ
て
い
た
と
い
う
。

「
こ

っ
ち
に
参
道
の
石
段
が
残

っ

て
い
ま
す
」
。
義
則
さ
ん
に
促
さ
れ

て
、
斜
面
を
の
ぞ
き
込
む
。
た
し
か

に
階
段
部
分
の
石
材
が
見
え
る
。
幅

は
１
研
ち
よ
っ
と
だ
ろ
う
か
。
狭
く

て
か
な
り
急
傾
斜
だ
。

寺
院
は
中
世
城
山
城
が
築
か
れ
る

前
か
ら
存
在
し
、
城
郭
へ
転
用
さ
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
当
時
の
文
献
に
よ

る
と
、
本
堂
な
ど
一部
は
寺
の
施
設

と
し
て
残
さ
れ
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
歩
み
を
進
め
る
と
、　
一層

広
く
て
薄
暗
い
場
所
に
出
る
。
石
造

輌洵面榊費跡痢瑚
「王ゴ蒙動）琳

呼
ば
れ
る
。
こ
の
付
近
で
満
祐
ら
一

族
は
自
害
し
て
果
て
た
と
い
う
。
辺

り
は
し
ん
と
静
ま
り
返
り
、
独
特
の

雰
囲
気
が
あ
る
。

隣
に
広
い
平
地
が
あ
り
、

「赤
松

屋
敷
跡
」
と
伝
わ
る
。
隅
に
岩
場

が
あ
り
、
水
が
流
れ
出
し
て
い
た
。

井
戸
跡
と
い
う
。
流
れ
の
先
は
視
界

が
開
け
、
麓
の
街
並
み
が

一
望
で

き
る
。
一
帯
で
は
火
災
の
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
落
城
時
に
火
が
放
た
れ

た
よ
う
だ
。
周
辺
か
ら
ま
と
ま
っ
た

数
の
青
磁
や
白
磁
の
破
片
も
見
つ

か
っ
て
い
る
。
茶
わ
ん
な
ど
の
茶
道

亘
が
多
ど
、
当
時
の
量
戸
瞥
ツ
い

え

「不
思
議
な
こ
と
に
、
す
べ
て
粉

々
の
状
態
で
し
た
。
人
為
的
に
割
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
義
則

さ
ん
。最
期
を
覚
悟
し
た
満
禎
ら
は
、

愛
蔵
の
器
を
敵
に
渡
す
ま
い
と
自
ら

割
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
世
の
城
山
城
は
、
第
城
の
過
移

露
又
電
繹
塾

山
頂
北
に
防
御
施
設
集
中

赤松氏拠点 中世の城跡巡る


